
Ｈ 自然科学実践研究

夜空の明るさに関する課題研究

(1) 研究開発の課題（研究概要）

全国の連携校（高校・高専）25校の生徒及び観測に参加した中学生が、自らの観測から

得られたデータを生徒自身が考察し、得られた結果を研究発表会で発表した。また、講演

を実施し、生徒の興味関心を深めた。

(2) 研究開発の経緯

連絡には開設済みのMLを活用し、コアSSHとして実施してきた活動から、データ収集を重

ねてきた各連携校の中高生が、それぞれの研究の成果を発表した。

(3) 研究開発の内容

ア 仮説（ねらい、目標）

発表会の準備・当日の進行を生徒が運営

することにより、生徒の総合的な力を伸ば

し、研究を深め他校の生徒と議論すること

により、生徒の「科学リテラシー」を高め

ることが期待できる。講演により生徒の興

味関心を高めることができる。

イ 研究の内容・方法

参加者 生徒17名、教員・一般６名

岐阜県立岐山高等学校、遺愛女子中学

高等学校、一宮市立南部中学校、本校

ウ 日時場所

12月14日(土)13:15～16:20本校桃陵館

エ 実施内容

口頭発表 ５件

ポスター発表 ５件

講演「超小型カメラによる夜空の

バックグラウンド自動観測」

星空公団 小野間 史樹 氏

中学生・高校生が口頭・ポスター発表し、

１件ずつ議論･検討を重ねた。遠方で参加で

きない学校はプレゼンデータを送ってもら

い、本校生徒が代読で発表した。ポスター発表では、ポスターの前での議論を通して参加

者相互の交流を深めた。

講演ではラズパイゼロとカメラモジュールを利用した自動観測装置のテスト運用が紹介

され、これが全国展開されれば光害のリアルタイム分布が明らかになることが期待される。

オ 検証（成果と反省）

発表と講演を通じ、アンケー

トから光害への興味関心と観測

・研究への意欲が高まり、社会

で科学技術を正しく用いる姿勢

や協調性の向上に役立つことが

分かる。

残念ながら本年度でこの会を

閉じることとなった。長年に渡

り各連携機関、特に小野間氏にはご協力を頂きました。感謝申し上げます。

ポスター前で議論

小野間氏の講演




